
令
和

５
年

度
北

薩
地

域
保

健
医
療

圏
地
域

医
療
構

想
調
整

会
議
計

画
（案

）

令
和

５
年

度
地

域
医

療
介
護

総
合
確

保
基

金
事

業
補
助

金
事
業

計
画
提

出
・調

整
会
議

に
お
け
る
意
見

聴
取

地
域

医
療
連

携
計
画

（平
成
３
１
年

３
月

）の
推

進

令
和

５
年

度
病
床

機
能
報

告
・

外
来
機

能
報
告
（
10

月
～
）

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

R6
年

１
月

２
月

３
月

調
整

会
議

●
病

床
機
能

転
換
意

向
の

あ
る
医
療

機
関

に
つ
い
て
協

議

●
公

立
病
院

経
営
強

化
プ
ラ
ン

●
公

的
医
療

機
関
等

20
25

プ
ラ
ン
の

進
捗

状
況

●
地

域
の
課

題
解
決

の
た
め
の
協
議

第
７
次

県
保

健
医

療

計
画

の
推

進

専
門

部
会

（
合

同
部

会
）

・病
床

機
能

転
換
意

向
の

あ
る
医

療
機
関

に
つ

い
て
協
議

・公
立

病
院

経
営
強

化
プ
ラ
ン

・公
的

医
療

機
関
等

20
25

プ
ラ
ン
の

進
捗

状
況

・地
域

の
課

題
解
決

の
た
め
の

協
議

調
整

会
議

１
回

目
７
月

中

●
紹

介
受

診
重
点

医
療

機
関

に
つ
い
て

●
各

医
療

圏
機

能
別
専

門
部

会
の
協

議
結

果

●
今

後
の

協
議

の
進

め
方

課
題

の
共
有

関
連

会
議

で
の
検

討
状

況
の

共
有

調
整

会
議

で
協

議
す
る
内

容
の

明
確
化

専
門

部
会

（
合

同
部

会
）

６
月

中

・紹
介

受
診
重

点
医
療

機
関

に
つ
い
て

・各
医

療
圏
機

能
別
専

門
部

会
の

協
議
結

果

・今
後

の
協
議

の
進

め
方

課
題

の
共
有

関
連

会
議
で
の

検
討
状
況
の
共
有

協
議

す
る
内

容
の
明

確
化

令
和

４
年

度
病

床
機
能

報
告

・
外

来
機

能
報
告

デ
ー
タ
還
元

専
門

部
会

で
は

，
構

想
区

域
全

体

に
係

る
検

討
の

他
，
個
別

の
医
療

機
関

に
つ
い
て
，
医

療
機

能
，
必

要

な
病

床
数

等
を
よ
り
具

体
的

に
確

認
・検

討
し
，
結

果
を
調

整
会

議
へ

報
告

す
る
。
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20
25
年
以
降
に
お
け
る
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

○
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
PD
CA
サ
イ
ク
ル
や
都
道
府
県
の
責
務
の
明
確
化
に
よ
る
取
組
の
推
進
を

⾏
っ
て
き
て
お
り
、
現
在
の
20
25
年
ま
で
の
取
組
を
着
実
に
進
め
る
た
め
に
、
PD
CA
も
含
め
責
務
の
明
確
化
に
よ
る
取
組

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

〇
さ
ら
に
、
20
25
年
以
降
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
⾼
齢
者
⼈
⼝
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
減
少
に
転
ず
る
20
40
年
頃
を
視
野
に

⼊
れ
つ
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
課
題
を
含
め
、
中
⻑
期
的
課
題
に
つ
い
て
整
理
し
、
新
た
な
地
域
医
療
構
想
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
取
組
を
進
め
つ
つ
、
新
た
な
地
域
医
療
構
想
の
策
定
に
向
け
た
課
題
整
理
・

検
討
を
⾏
っ
て
い
く
。

2
0
2
2
年

度
20

2
3
年

度
2
0
2
4
年

度
2
0
2
5
年

度
20

2
6
年
度

新
し
い
地

域
医

療
構

想
の
検

討
・
取
組

現
行
の

地
域
医
療
構

想
の
取
組

国
に
お
け
る
検
討
・
制
度
的
対
応

都
道
府
県
に
お
け
る

策
定
作
業

構
想
に
基
づ
く
取
組

新
た
な
構
想
に

基
づ
く
取
組

（
検
討
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
）

全
世

代
型

社
会

保
障

構
築

会
議

議
論

の
中

間
整

理
（
令

和
４
年
５
月

17
日

）
６
．
医

療
・
介

護
・福

祉
サ

ー
ビ
ス

○
今

後
の

更
な
る
高

齢
化

の
進

展
と
サ

ー
ビ
ス
提

供
人

材
の

不
足

等
を
踏

ま
え
る
と
、
医

療
・
介

護
提

供
体

制
の

改
革

や
社

会
保

障
制

度
基

盤
の

強
化

の
取

組
は

必
須

で
あ
る
。
ま
ず
は

、
「
地
域

完
結

型
」
の

医
療

・介
護

提
供

体
制

の
構

築
に
向

け
、
地

域
医
療

構
想

の
推
進

、
地

域
医

療
連

携
推

進
法

人
の

活
用

、
地
域

包
括

ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の

整
備

な
ど
を
、
都

道
府

県
の

ガ
バ

ナ
ン
ス
強

化
な
ど
関

連
す
る
医

療
保

険
制

度
等

の
改

革
と
併

せ
て
、
こ
れ

ま
で
の

骨
太

の
方

針
や

改
革

工
程

表
に
沿

っ
て
着

実
に
進

め
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

加
え
て
、
今

回
の

コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
か
か

り
つ
け
医
機

能
な
ど
の
地

域
医

療
の

機
能

が
十

分
作
動

せ
ず
総

合
病
院

に
大

き
な
負

荷
が
か

か
る
な
ど
の
課
題

に
直

面
し

た
。
か

か
り
つ
け
医

機
能

が
発

揮
さ
れ

る
制

度
整

備
を
含

め
、
機

能
分

化
と
連

携
を
一

層
重

視
し
た
医

療
・
介

護
提

供
体

制
等

の
国

民
目

線
で
の

改
革

を
進

め
る
べ

き
で

あ
る
。

20
2
5
年

ま
で
の

取
組

と
な
っ
て
い
る
地

域
医

療
構

想
に
つ
い
て
は

、
第

８
次

医
療

計
画

（2
0
2
4
年

～
）
の

策
定

と
あ
わ

せ
て
、
病

院
の

み
な
ら
ず
か

か
り
つ
け
医

機
能

や
在

宅
医

療
等
を
対

象
に
取

り
込

み
、
し
っ
か

り
議

論
を
進

め
た
上

で
、
さ
ら
に
生

産
年

齢
人
口

の
減

少
が

加
速

し
て
い
く
20
40
年

に
向
け
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
行
う
必

要
が

あ
る
。

9

令
和

４
年

1
1月

28
日

第
93

回
社

会
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障
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議
会

医
療
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